
冬の暮らしを学ぶ＊東海大環境保全演習

東海大学教養部自然環境課程（湘南キャンパス）の2年生
14人が、雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスを拠点に

フィールドスタディツアー環境保全演習を行いました。6年目と
なる今回は「持続可能な都市農村交流を目指した若者向け参加
企画」をテーマに、自然環境や農業と他の分野との連携につい
て学びました。埼玉県出身の荒木莉紗さんは「雪の下に貯蔵さ
れていた大根を食べたら、リンゴのような甘さでびっくりしまし
た。スノーシュー体験や酒蔵見学など栗山ならではの体験がで
きて良かったです」と話していました。　　（２月１７～２０日）

冬を楽しむ＊アドベンチャースクール

栗山の冬の自然を楽しんでもらおうと、雨煙別小学校 コ

カ・コーラ環境ハウスを拠点に、1泊2日で青少年体験学

校「アドベンチャー・スクール2014」（町教育委員会主催）が

開催されました。町内小学生と青少年育成会ジュニアリーダー

の中学生、酪農学園大学の学生ら計37人が参加。参加者はイグ

ルーと呼ばれるかまくらを協力し合いながら作り上げました。

夜にはろうそくを灯したイグルーの中で仲間と語り合い、交流

を深めました。 　　　　　　　　　　         　（２月８日、９日）

グラウンドでスキーを＊ボランティア

横山工業株式会社（横山博幸代表取締役）と道央建設運輸

株式会社（熊谷博彰代表取締役社長）がタッグを組み、

栗山小学校のグラウンドでボランティア作業をしました。パワー

ショベルやホイールローダーを巧みに操り、約1時間でスキー学

習用の緩やかな斜面の雪山を作りました。栗山小学校の秋元修

司校長は「地元の企業に支えられて子どもたちはすくすくと育っ

ています。作っていただいた雪山は、低学年向けのスキー授業に

活用していきます」と話していました。　　　　 （１月２５日）

いじめをなくそう＊栗山子ども会議

町内の小学生から高校生までの13人が集まり栗山子ども

会議（町教育委員会主催）が開催されました。参加者

は、いじめを無くすためにそれぞれの学校で活動している事

例発表やグループに分かれて意見交換をしました。伍石春菜

さん（栗山高校2年生）のグループでは「相手の気持ちを考

えて接すること。一人で悩んでいる人がいたら声をかけるこ

とが大切」という意見がでました。話し合われた内容はまと

められ、町内学校に配布されます。　　　　　（２月１７日）
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スポーツ推進委員
杉本　真由美

スポーツ推進委員が行く 
栗山町スポーツ少年団本部
第２回交流のつどいに参加して
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連　載 　仲間と一緒に”からだ”と”こころ”を育てる場　  ＝スポーツ少年団訪問＝

栗山バスケットボール少年団
[設 立]　昭和６１年　　　　　　[練 習 会 場]　スポーツセンター、栗山小学校体育館  
[団 員 数]　　　５２人　　　　　　[会 費]　1,500 円 / 年
[指 導 者 数]　　　　９人　　　　　　[用 具 費]　シューズ 約 5,000 円、ボール 約 3,000 円
[対 象 学 年]　小学３年～６年生
[活 動 日]　水曜日（3.4年 16：30 ～ 18：30、5.6 年 17：30 ～ 19：00）、金曜日（17：30 ～ 19：00）

連絡先
　指導者　中野 和広
　☎ 72-6060（職場）
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国際交流のつどい

3 月 23 日㈰  14：00 ～
栗山町総合福祉センター「しゃるる」大ホール

　栗山町国際交流センターでは、町内団体の海外
研修事業や、国際交流事業の町民報告会を行いま
す。どなたでも自由にご参加いただけますので、
皆さまぜひお越しください。
14：00 ～ 15：30　海外研修報告会
報告者：栗山町４H クラブ・少年ジェット「希望の翼」
　　　  派遣団員ほか
15：30 ～ 16：30　交流会
参加者が国際交流について自由に会話を楽しむこ
とができるパーティーを企画しております。

問い合わせ　教育委員会社会教育グループ ☎ 72-1117

栗山町国際交流センター主催

　経済的な理由により就学が困難な方に対して奨学

金を給付します。奨学金給付を希望される方は、お

問い合わせください。

■対 象
　栗山町の住民もしくは栗山高等学校の卒業者で

　高等専門学校の４・５年生、大学、大学院および

　専修学校の在学者および入学予定者。

■奨 学 金
　月額３万円給付（年４回支給）※返還の必要なし

■選考方法
　運営委員会で選考の上、本人に通知（５月下旬）

■応募手続き
奨学生願書・奨学生推薦書・学業成績証明書の写

し・世帯の収入がわかるもの

■申込期限　４月３０日㈬

■申込先・問い合わせ
　教育委員会学校教育グループ　☎７２－１１１７

奨学生募集 !松原 記 念
奨学金基金

【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

ブックリサイクル市
　栗山町ふるさと文庫編集委員がボランティア
で聞き取りした、栗山人の歩みが語られた一冊
です。

【内　容】
〇戦争を経験したタクシー会社　栗山ハイヤーの歴史
　　 　　　・・・・猪熊 一成さん・猪熊 侑子さん
〇働くことを教えてくれた人たち
　　　　～栗山農協の事業拡張期を中心に～
　　 　　　・・・・卜部 康雄さん
〇ふるさと　越後のはなし
　　 　　　・・・・大原 月子さん
〇ふるさと栗山に帰って
　　 　　　・・・・倉島 一郎さん
〇丸一えちごや百十年
　　 　　　・・・・丸山 隆夫さん

【発　行】　栗山町教育委員会・栗山町図書館
※３月１１日㈫から図書館で無料配布します。
　館内での閲覧・貸出もできます。

栗山ふるさと文庫第12巻「絆」を発行

育メンおはなし会

　日　　時　３月８日㈯　10：00 ～ 13：00

　場　　所　図書館

　内　　容　推理小説・国語辞典・絵本・ビデオなど

　冊　　数　お一人 20 点まで（ビデオは 1 点）

　※本を入れる箱や袋をお持ちください

　子育て中のお父さんや子育て経験者、男子高校生

が読み聞かせをする楽しいおはなし会です。

　日　　時　３月１５日㈯　11：00 ～

　場　　所　図書館町民ギャラリー

　対　　象　幼児、小学生
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